
　新型コロナウイルスの感染拡大により、つい先日まで
緊急事態宣言が発せられておりましたが、直前に解除
され、2年ぶりに「ワールドトライアスロン・パラトライア
スロンシリーズ横浜大会」が開催されました。数々のス
ポーツイベントが延期・中止される中、感染防止対策に
万全を期して取り組みました。私達スポ進は、出場選手
から感謝の声を受け取りながら、レースにおける安全
対策に従事しました。 城郷地区  荒木  和也

2021ワールドトライアスロン・パラトライアスロンシリーズ横浜大会 5月15日

　新型コロナウイルス感染症により地域でのラジオ体操の
実施が難しくなっているなか、慶應義塾大学大学院システ
ムデザイン・マネジメント研究科と港北区で実施する「港北
オンラインラジオ体操2021夏」に８月９日（月・祝）にゲスト
出演しました。夏の風物詩のラジオ体操をオンラインで、区
内のたくさんの子どもたちと一つになって行い、オンライン
ならではの地域交流・活性化を図りました。
大曽根地区  大島  康孝  /  大倉山地区  高山  一弘

オンラインラジオ体操 8月9日

　令和3年度新任者研修会に参加してきました。今年
は、港北区役所の会議室で開催され、ペタンクとグラ
ウンドゴルフの審判技術の研修を実際にプレイしな
がら行いました。
　どちらもとても簡単な競技で、誰でも楽しめるス
ポーツだなと思いました。こうしたスポーツを通して地
域の皆様と日々の生活での絆を深められるお手伝い
をしていきたいなと思いました。 高田地区  𠮷光  成

第33期港北区スポーツ推進委員  新任者研修 6月20日

　新型コロナウイルスの影響から、２年連続でオンライン開催
となったふるさと港北ふれあいまつりですが、今年は高田地
区で新任委員向けに開催したペタンク研修の動画を掲載し
ました。撮影当日は天気に恵まれ、好プレーも続出しました。
　動画を通じて地域の皆様にペタンクの面白さや奥深さを
伝えながらも、早くコロナ禍が明けて、リアルでの大会開催
ができる日が来てくれればと思っています。 

高田地区  飯田  司

2021ふるさと港北ふれあいまつりon-line

動画のURLは
こちら ▶▶▶

11月6日～21日

毎日
600人以上が参加
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みんなのスポーツとは…

公益財団法人全国スポーツ推進委員連合の
機関誌として、全国のスポーツ推進委員の
活動を取り上げている雑誌です。

インタビューは
こちらに掲載されて
います。

【共生社会の実現に向けてスポーツ推進委員としてできること】
　競争を前提とするスポーツの世界でも、オリンピックと
パラリンピックを別々に実施するのではなく、健常者、障がい
者が同じ大会、同じ土俵で共に競うことができれば互いの理
解も深まり、自然な共生社会が育まれるのではないでしょう
か。しかし、残念ながら、互いを知り理解する環境、場がまだ
まだ少ない状況です。私たち港北区スポーツ推進委員が主
催する大会において、障がいを持つ方にもっと自由に参加
していただける機運を作っていくことができればと思い
ます。互いを知ることこそが、共生社会の礎ですから。

港北区スポーツ推進委員連絡協議会 小松 賢吉会長のインタビューが
「みんなのスポーツ８・９月合併号」に掲載されました。

横浜アリーナでのイベントで
ボッチャ普及活動に協力

合間を縫って記録写真を
撮影

地元スポーツ大会で
の表彰式の一コマ

「障がい者スポーツを学ぶ３　私とスポーツ番外編」の
特集の中で、地域活動に関わるきっかけ、スポーツ推進
委員のやりがい、そして、共生社会についてのインタ
ビューを掲載していただきました。

【スポーツ推進委員になったきっかけ】
　36歳までは地域活動には全く無縁でした。平成７（１９９５）年
１月に「阪神淡路大震災」が、３月に「地下鉄サリン事件」が発生
しました。この二つの出来事から、ご近所や地域の助け合いが
〝命を繋いでいる〟ことや、親の目の届かないところで子どもたち
の安全を守ることができるのは、地域の住民の目でありつなが
りだと感じたことが、地域活動に関わるきっかけになりました。

【スポーツ推進委員のやりがい】
　地域で皆が顔見知りになれば、それだけで安心な気持ちに
なれます。安心して暮らせる地域は、その場所に住んでいる人
たちが自ら顔の見える地域を創造することでしか確保するこ
とができません。私たちスポーツ推進委員がスポーツを推進
することは、「人と人の出会いを創造すること」でもあります。
　スポーツ推進委員は、スポーツ基本法で非常勤の公務員と
して規定されており、公務員としての職務であることを常に
忘れることなく、安全に配慮しつつ何事も公平かつ俯瞰的に
考え誇りをもって活動しています。

【共生社会とは】
　健常者と障がい者の共生社会とは、車いすで移動するのに
時間を要したとしても、手が不自由で書類に署名することが
できなくても、顔面麻痺があって笑顔を作ることができなく
ても、耳が聞こえなくて筆談で伝えるために重要な会議が中
断することがあっても、そのことに違和感を覚えることがな
く、必要な手助けや支援についても、「特別に対応している」
といった意識や感覚がない風土だと思います。
　障がい者が主張すべきは保護や権利ではなく、「できない
自分、できる自分」といった「ありのままの自分」「ありのまま
の生き様」を社会にさらけ出すこと。社会一般にその境遇を
理解していただき、一般社会の一員として協調していくこと
で、共生社会が築かれていくのではないでしょうか。理想は
「共生」そのものが意識されない社会です。

ふ かん
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